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Sumary 
A clear corelation was found betwn latewod-width (radial growth) of adult Konar tres (Quercs 
serat) grown under complacent conditions and climate elments such as temperature and precipitation 
during the growth period. The temperature of June negatively afected radial growth ，むut the Augst 
temperature afected this growth positively. The precipitation of June and July n巴gatively afected radial 





















鳥取大学蒜山演習林（関山県真庭郡川上村）の第18 林班の尾根筋から 3本（記号A, B, C ）と
第28 林班の斜面中腹から 3本（記号D, E, F ）を196 年 9 月から 10 月にかけて伐倒した。断面高
1. 2m （胸高部位）における各供試木の年輪数はA 号木が65 年， B 号木は41 年， C 号木は43 年， D






の成長は，生育開始が約 1 ヶ月遅れ，生育終了は逆に約 1 ヶ月早い。


























晩材部形成にもっとも関係が深いと考えられる 6 月， 7 月， 8 月の月別平均気温と月別総降水量









標高60m から70m に位寵する蒜山演習林におけるコナラ二次木部の成長期間 (196 年 5 月2 日
から同年 9 月23 日の開）での肥
一一一一一…阻豆町ぃ間豆町 大成長の様子を写真 1に示した。
写真 1 蒜山におけるコナラ二次木部の肥大成長の様子

















まず 6本のコナラの 3 つ断面高（1. 2m, 5. 2m, 9. 2m ）における晩材陣指数値の経年変動と 6,
































A B C D E F  A B C  D 主 F A B C D E F 
国 1 コナラの晩材将指数値クロノロジー（樹高5. 2m ）と 6, 7, 8月の平均気温との相関性
コナラ娩材中高の経年変化と気候変動との関連性 (41) 
01.2m ・9.2m
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次に， 6本のコナラの各断面高における晩材幅指数値の続年変動と 7' 8' 9月の月別降水量と
の相関性について調べた結果は，関 3 および図 4 に示したとおりである。
どの個体においても，また断面高にかかわらず降水量は 6月と 7 月，すなわち晩材部形成の初期
と中期ではマイナスに強く作用し，逆に 8月の降水量は若干プラスに作用していた。このように蜂
水量因子は，晩材部の形成初期に強く抑制的に作用するのが特徴であった。
西日本の 6 月から 7 月にかけては梅雨時期と重なり，例年この時期は蜂水量が多い。蒜山演習林
においても，この時期の月別積算降水量は10 捌から30m ，多い年だと40m 以上もある。 8月も
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A B C O ξ F  A B C D E F  A B C D E F  
函 4 コナラの娩材幅指数値クロノロジー（樹高l.2m と9.2m ）と 6 7 8月の降水量との相関性
コナラ晩材憾の経年変化と気候変動との関連性 (43) 
らやや主主筋部にかけての個体（D, E, F 号木）よりも，より強く降雨量に反応していた。最も強





た。すなわち，気温は 6 月には成長に対して負（マイナス）に， 8 月には正（プラス）に作用して
いたのに対して，降水量は 6 月， 7 月とも明瞭にマイナスに作用していた。蒜山模習林のようにコ
ナラの生育に適した場所では，晩材形成期の気候要因はむしろ抑制的に作用するのが特徴であった。
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